
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
抑
制
し
、

市
税
歳
入
の
確
保
、
行
財
政
改
革
、

人
材
育
成
、
基
金
積
み
増
し
と
、
地

方
債
の
返
済
が
中
長
期
的
に
大
切
で

あ
る
。
本
市
で
は
子
ど
も
の
人
口
が

今
後
５
年
で
約
２
割
増
と
多
摩
地
域

ト
ッ
プ
に
、
来
年
は
平
均
年
齢
が

44
・
１
歳
と
多
摩
地
域
で
一
番
若
い

ま
ち
に
な
る
と
の
東
京
都
の
人
口
推

計
が
あ
り
、
子
育
て
世
帯
に
選
ば
れ

る
ま
ち
と
し
て
客
観
的
評
価
を
受
け

て
い
る
。
高
齢
者
福
祉
へ
更
に
注
力

で
き
る
持
続
可
能
な
市
政
運
営
の
好

循
環
を
生
む
基
盤
づ
く
り
の
決
算
年

度
と
な
っ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

決
算
年
度
を
一
言
で
言
う
と
、
市

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
問
わ
れ
る

一
年
で
あ
っ
た
。
数
々
の
事
務
上
の

ミ
ス
が
発
覚
し
、
対
応
も
遅
れ
た
。

会
計
処
理
の
方
針
が
決
め
ら
れ
な
い

ま
ま
継
続
審
査
と
な
っ
た
こ
と
は
、

議
案
提
出
の
姿
勢
そ
の
も
の
が
問
わ

れ
る
。
法
的
整
理
の
た
め
に
本
来
業

務
に
支
障
を
来
せ
ば
、
大
き
な
損
失

で
あ
る
。
関
係
部
署
と
適
切
な
連
携

が
な
さ
れ
る
よ
う
、
ト
ッ
プ
か
ら
も

指
示
を
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
今
後

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進
、

ま
た
万
一
問
題
が
生
じ
た
際
の
対
応

に
つ
い
て
も
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

平
成
30
年
度
は
、
西
岡
市
長
の
政

治
姿
勢
を
象
徴
す
る
年
度
で
あ
っ
た

環
境
が
必
要
で
あ
る
。
不
適
切
な
事

務
執
行
や
会
計
処
理
の
ミ
ス
は
、
市

民
の
行
政
へ
の
信
頼
を
損
な
う
。
緊

張
感
あ
る
事
務
執
行
を
求
め
る
。

と
言
え
る
。
ま
ず
、
職
員
の
勤
勉
手

当
の
増
額
予
算
に
つ
い
て
、
提
案
・

削
除
・
復
活
提
案
と
続
き
、
そ
の
分

か
り
に
く
い
財
政
運
営
は
市
民
を
欺

く
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
社
会
福

祉
委
員
へ
の
報
酬
誤
支
給
問
題
で
は
、

脆
弱
な
内
部
統
制
の
実
態
が
発
覚
し

た
。
さ
ら
に
、
市
長
就
任
年
度
で
、

59
億
円
だ
っ
た
人
件
費
は
年
々
増
大

し
続
け
、
今
年
度
予
算
で
63
億
７
千

万
円
を
組
む
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
、
人
件
費
の
増
大
を
顧
み
な

い
放
漫
経
営
で
あ
っ
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
市
民
生

活
に
冷
た
い
決
算
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
第
二
に
、
多
額
の
繰
越
金
の
一

方
、
市
民
犠
牲
の
行
革
が
行
わ
れ
、

結
論
あ
り
き
の
進
め
方
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
第
三
に
、
大
型
開
発
優
先

の
税
金
の
使
い
方
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
第
四
に
、
学
務
課
職
員

の
会
計
事
務
処
理
問
題
は
、
解
決
の

た
め
の
法
的
整
理
が
つ
か
ず
継
続
審

査
と
な
る
事
態
と
な
り
、
市
長
自
身

の
法
令
遵
守
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
第
五
に
、
無
責
任

な
公
約
を
掲
げ
た
市
長
の
責
任
が
厳

し
く
問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

職
員
に
よ
る
学
校
の
光
熱
水
費
な

ど
の
立
替
払
が
あ
り
、
誰
も
気
付
か

ず
そ
の
金
額
は
決
算
書
に
載
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
完
全
な
決
算

は
当
然
認
定
で
き
な
い
。
こ
の
不
適

切
な
会
計
事
務
処
理
は
、
不
適
切
な

職
員
配
置
に
端
を
発
し
て
い
た
と
考

え
る
。
職
員
の
能
力
を
い
か
す
た
め
、

年
度
途
中
で
の
配
置
換
え
も
タ
ブ
ー

と
し
な
い
適
材
適
所
の
配
置
と
、
ヘ

ル
プ
を
出
せ
る
風
通
し
の
良
い
職
場

さ
れ
よ
う
と
し
た
同
様
の
決
議
は
、

提
案
会
派
以
外
か
ら
疑
義
が
出
さ
れ

取
り
下
げ
ら
れ
た
経
過
も
あ
っ
た
。

祝
意
は
個
人
的
問
題
で
あ
り
、
多
様

な
価
値
観
を
持
つ
市
民
の
付
託
を
受

け
た
市
議
会
が
賀
詞
を
贈
る
こ
と
は

な
じ
ま
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

天
皇
の
ご
即
位
に
つ
い
て
、
市
民

に
も
議
員
に
も
お
祝
い
の
気
持
ち
を

持
つ
方
が
い
る
一
方
、
信
教
や
思
想

等
の
理
由
で
、
淡
々
と
受
け
止
め
て

い
る
方
、
あ
る
い
は
抵
抗
感
の
あ
る

方
も
い
る
。
天
皇
の
ご
即
位
に
対
す

る
お
祝
い
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

気
持
ち
や
立
場
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
憲
法
19
条
の
「
思
想
及
び

良
心
の
自
由
」
に
も
関
わ
る
と
考
え

る
。
多
様
な
市
民
の
信
託
を
受
け
た

多
様
な
議
員
が
い
る
市
議
会
が
、
賀

詞
決
議
を
あ
げ
る
こ
と
は
適
切
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

陳
情
に
反
対
す
る
。

　

11
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
遠
藤
百
合
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
同
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
学
校

管
理
費
に
お
け
る
不
適
切
な
会
計
事

務
処
理
問
題
に
お
い
て
、
当
該
元
職

員
が
私
費
で
支
払
っ
た
費
用
の
請
求

に
応
じ
る
た
め
の
、
事
務
管
理
に
係

る
返
還
金
（
光
熱
水
費
及
び
電
話

料
）
を
含
む
「
教
育
委
員
会
事
務
局

事
務
に
要
す
る
経
費
」（
92
万
７
千

円
）
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

11
月
29
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�
た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

日
本
共
産
党
小
金
井
市
議
団
は
、

学
校
管
理
費
の
不
適
切
な
会
計
事
務

処
理
に
お
け
る
私
費
払
さ
れ
た
水
道

料
金
に
つ
い
て
、
当
該
元
職
員
の
意

思
を
尊
重
し
、
返
還
請
求
が
あ
れ
ば
、

市
が
返
還
す
る
こ
と
は
妥
当
な
こ
と

と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
方
法
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
法
的
根
拠
を
持
っ

た
や
り
方
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
市
は
他
に
考
え
得
る
様

々
な
方
法
の
検
証
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

法
的
根
拠
が
明
確
に
示
せ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
継
続
審
査
が
必
要
で

あ
り
、
賛
成
は
で
き
な
い
た
め
、
反

対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

こ
の
問
題
に
お
い
て
市
が
行
う
べ

き
こ
と
は
、
水
道
局
や
電
話
会
社
に

対
し
て
、
自
ら
債
務
を
弁
済
す
る
方

策
を
講
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
努
力
の
痕
跡
は
全
く
見
受

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

鈴
木
成
夫
（
み
ら
い
）

小
金
井
市
は
、
終
戦
直
後
に
上
皇

陛
下
が
お
暮
ら
し
に
な
り
、
皇
室
と

は
深
い
ご
縁
が
あ
る
。
ご
即
位
を
お

祝
い
す
る
気
持
ち
は
多
く
の
市
民
と

変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
市
議
会
が

陛
下
に
関
す
る
内
容
を
取
り
扱
う
場

合
は
全
会
一
致
が
望
ま
し
く
、
異
論

が
出
て
し
ま
う
状
況
は
陛
下
に
失
礼

と
考
え
る
。
第
3
回
定
例
会
で
提
案

令
和
２
年
１
月
か
ら
、

小
金
井
市
議
会
の
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
本
会
議
や
各
委
員

会
等
の
開
催
、
進
行
、
内

容
に
関
す
る
情
報
等
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
、
小
金
井
市
議
会
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

け
ら
れ
な
い
。
当
該
元
職
員
が
水
道

局
や
電
話
会
社
の
費
用
の
返
還
を
求

め
る
の
は
、
証
拠
書
類
を
自
ら
廃
棄

し
た
た
め
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
自
業
自
得
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

市
当
局
が
、
状
況
証
拠
の
み
で
当
該

元
職
員
に
対
し
て
支
払
う
ス
キ
ー
ム

を
構
築
し
た
の
で
は
な
い
か
。
市
当

局
と
当
該
元
職
員
の
「
な
れ
合
い
」

が
感
じ
ら
れ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

現
行
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
前
市
政
時
代
に
策
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
新
た
な
市

長
が
誕
生
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら

の
政
策
意
思
に
従
っ
て
、
計
画
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
は
当
然
で
、
あ
り

得
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
市

政
時
代
に
策
定
さ
れ
た
計
画
に
寄
り

掛
か
り
、
そ
の
計
画
の
範
囲
内
で
物

事
を
考
え
て
い
く
。
こ
れ
が
西
岡
市

長
の
ス
タ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
。
日

本
共
産
党
小
金
井
市
議
団
は
、
小
金

井
市
の
貴
重
な
自
然
環
境
と
生
態
系

を
守
り
抜
く
た
め
に
全
力
で
奮
闘
す

る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

厚生文教委員会
1月14日（火）午前10時
▶小金井市子どもの権利に関する条例の一部を改
正する条例　▶（仮称）スポーツ振興審議会の設
置を求める陳情書　▶スポーツ関連 3施設に設置
されている自販機の収益の公平な分配を求める陳
情書　▶（公財）小金井市体育協会理事による不
正受給金返還の確認を求める陳情書　▶福祉的視
点から、母子・父子自立支援員（兼婦人相談員）
体制の充実と、非常勤化体制の検証を求める陳情
書　▶小金井市保健福祉総合計画に関する諸問題
の調査　▶子ども施策に関する諸問題の調査　▶
社会教育施策に関する諸問題の調査

議会運営委員会
1月29日（水）午前10時
2 月14日（金）午後 2時
▶小金井市議会議員定数条例の一部を改正する条
例　▶議員定数に関する公聴会の議論を踏まえ小

金井市議会は市民意思の代弁者か判定者かまず明
らかにしていただくこと等を求める陳情書　▶議
会改革に関する諸問題の調査　▶①次期定例会
（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運
営に関する調査、②議会の会議規則、委員会条例
等に関する調査、③議会運営に関する議長の諮問
事項について

総務企画委員会
2月 3日（月）午前10時
▶公文書管理条例の制定を求める陳情書　▶自動
車等の「武蔵野ナンバー」及び「デザインナンバ
ー」導入に向けた検討を求める陳情書　▶財務会
計ルールの全庁的な見直しと不祥事等非違行為が
あった際の危機管理の在り方の改善を求める陳情
書　▶東小金井駅北口まちづくり事業用地の活用
に向けて整備基金の創設を求める陳情書　▶次世
代を生きる市民の為の≪行政サービスのあり方≫
についての陳情書　▶平成29年市議会議員選挙
で、立候補者が市の指定管理である施設の名簿を

選挙活用した事が法令に照らし適正だったかの検
証陳情書　▶都選管の収支報告書に記載されてい
る寄附の事実解明を求める訴え陳情書　▶小金井
市公共施設等総合管理計画の進捗状況と方針につ
いての諸問題の調査　▶地域防災、減災及び被災
者支援についての諸問題の調査

行財政改革推進調査特別委員会
2月12日（水）午前10時
▶行財政改革のさらなる推進に向けて、事務事業
評価シートの速やかな作成を求める陳情書　▶行
財政改革の推進に係る諸問題の調査

建設環境委員会
▶駅周辺整備に関する調査　▶市内都市計画、自
然環境及び住環境に関する調査　▶資源循環社会
形成に関する調査

庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
▶庁舎及び福祉会館建設等に係る諸問題の調査

引き続き審査する案件

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
か
ら
、

議
員
提
出
議
案
（
条
例
、
意
見
書
、

決
議
等
）
の
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

審
議
し
た
主
な
議
案

平
成
30
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
回
）

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝

「
賀
詞
」決
議
に
関
す
る
陳
情
書

都
市
計
画
道
路
小
金
井
３
・

４
・
１
号
線
及
び
３
・
４
・

11
号
線
の
計
画
及
び
概
略
設

計
に
関
す
る
陳
情
書

市議会の情報を
ツイッターで発信します

議
員
提
出
議
案
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す

市 議 会 だ よ り ― 2 ―令和 2年（2020年）2月 5日発行 （268号）


